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1. イノベーション・コースト構想推進企業協議会の役割 1 

国・地方自治体 
研究機関・関連団体・県内企業 

 浜通りのサプライチェーン上、
不足するピースの提供 

 課題解決への協力 
 収益事業を通じた経済活性化

への貢献 

浜通りにおける新産業創出の 

民間「シーズ」を提供し、 

プロジェクト化を目指す 

連携 



 

 

 防災部会（平成28年3月設置、正会員36社参加） 

 オールハザード対応の総合防災教育研修拠点を志向
し、経産省FS事業により先進的な海外の訓練・施設を
調査。 

 関係省庁・民間ニーズ 
調査を実施。 

 優先的に整備すべき 
施設・訓練内容を検討。 

 

 拠点・地域連携部会（平成28年12月設置、説明会26社参加） 

 イノベ関連拠点、復興拠点を「点から線・面」にする具
体的な戦略・方策を検討。 

 「交流・誘客」、「交通・まちづくり」、「アニメ」、「イベン
ト」などをテーマに複数のWGを設置し、活動を開始、
2020年五輪も視野に具体的なプロジェクト検討・提案を
目指す。 

2. 主な活動実績 2 

 

 

 定例会の開催、国・県等との連携 

 東京都（平成28年5月）および福島市
（平成28年12月）で開催。延べ147組織、
304人が参加。 

 

 

 

 

 

 

 国、福島県、官民合同チーム等との 
情報交換、意見交換を定期的に実施。 

情報共有とステークホルダーとの意見交換 部会活動 

引き続き、既設部会の活動活発化、ロボット・農業イノベ構想等における 
プロダクト・プロセスイノベーションの推進に資するべく、幅広く関連企業に 
参加を働きかけていく。 
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